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］

『源平盛衰記」西光地蔵建立諏の背景

は
じ
め
に

　
京
都
で
は
毎
年
八
月
下
旬
の
地
蔵
盆
に
、
京
都
市
内
の
六
所
の
地
蔵
堂

を
巡
拝
す
る
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
が
行
わ
れ
る
。
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
由
来
は
、

現
在
で
は
、
小
野
篁
が
冥
界
で
目
に
し
た
地
蔵
菩
薩
の
尊
容
を
模
し
て
造

像
し
た
六
体
の
地
蔵
像
を
、
六
所
に
分
置
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
説
は
、
中
世
に
広
く
流
布
し
た
「
矢
田
地
蔵
縁
起
」
の
説
を

下
敷
き
に
し
て
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
木
幡
の
大
善
寺
が
作
っ
た

『
山
城
州
宇
治
郡
六
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
（
以
下
、
『
六
地
蔵
縁
起
』
）
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

て
広
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
も
う
一
つ

の
淵
源
が
『
源
平
盛
衰
記
』
（
以
下
、
『
盛
衰
記
』
）
巻
六
「
西
光
卒
塔
婆
事
」

に
あ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
『
盛
衰
記
』
で
は
、
鹿
ヶ

谷
事
件
に
関
わ
っ
た
廉
で
拷
問
の
末
に
惨
殺
さ
れ
る
西
光
法
師
が
、
「
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

リ
地
蔵
」
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
全
文
を
掲
げ
る
。

　
　
或
人
ノ
云
ケ
ル
ハ
、
「
今
生
ノ
災
害
ハ
過
去
ノ
宿
習
二
報
ベ
シ
。
貴

賎
不
レ
免
二
其
難
↓
僧
俗
同
ク
以
テ
在
レ
之
。
西
光
モ
先
世
ノ
業
二
依

テ
コ
ソ
角
ハ
有
ツ
ラ
メ
ド
モ
、
後
生
ハ
去
ト
モ
葱
シ
キ
方
ア
リ
。
当

初
難
レ
有
願
ヲ
発
セ
リ
。
七
道
ノ
辻
ゴ
ト
ニ
六
体
ノ
地
蔵
菩
薩
ヲ
造

奉
リ
、
卒
塔
婆
ノ
上
二
道
場
ヲ
構
テ
、

リ
地
蔵
ト
名
テ
七
箇
所
二
安
置
シ
テ
云
、

テ
、
朝
暮
世
務
ノ
罪
ヲ
重
ヌ
。
一
期
命
終
ノ
刻
二
臨
ン
時
ハ
、

奈
落
ノ
底
二
入
ラ
ン
カ
。
生
前
ノ
一
善
ナ
ケ
レ
バ
、

マ
ド
ヘ
リ
。
所
レ
仰
者
今
生
後
生
ノ
誓
約
ナ
リ
。

所
レ
懸
者
大
慈
大
悲
ノ
本
願
也
。
与
レ
慈
与
レ
悲
給
へ
』

大
悲
ノ
尊
像
ヲ
居
奉
リ
、
廻

　
『
我
在
俗
不
信
ノ
身
ト
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
八
大

　
　
　
　
　
没
後
ノ
出
要
二

　
　
　
助
レ
今
助
レ
後
給
へ
。

　
　
　
　
　
ト
ナ
リ
。
加

様
二
発
願
シ
テ
造
立
安
置
ス
。
四
宮
川
原
、
木
幡
ノ
里
、

　
　
七
条
、
蓮
台
野
、
ミ
ゾ
ロ
池
、
西
坂
本
、
是
也
。

　
　
ソ
剣
ノ
サ
キ
ニ
懸
共
、
後
生
ハ
定
テ
薩
唾
ノ
済
渡
二
預
ラ
ン
ト
、

　
　
ト
懸
シ
」
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

　
眼
目
と
な
る
の
は
、
傍
線
で
記
し
た
「
廻
リ
地
蔵
」
の
建
立
を
示
し
た

箇
所
で
あ
る
。
西
光
は
京
へ
と
続
く
主
要
な
七
つ
の
街
道
の
辻
ご
と
に
六

　
　
　
造
道
、
西

タ
ト
ヒ
今
生
ニ
コ

　
　
　
　
　
イ
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体
の
地
蔵
像
を
造
立
し
、
「
廻
リ
地
蔵
」
と
名
づ
け
て
安
置
し
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
み
ち

そ
の
場
所
を
、
四
宮
河
原
・
木
幡
・
鳥
羽
造
道
・
西
七
条
・
蓮
台
野
・

ミ
ゾ
ロ
池
・
西
坂
本
の
七
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
『
六
地
蔵
縁

起
』
以
降
の
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
で
は
、
四
宮
河
原
（
徳
林
庵
Y
木
幡
（
大

善
寺
）
・
上
鳥
羽
（
浄
禅
寺
）
・
下
桂
（
地
蔵
寺
）
・
常
盤
（
源
光
寺
）
・
、
、
、

ゾ
ロ
池
の
六
所
が
巡
礼
地
と
し
て
定
着
し
て
い
る
（
ミ
ゾ
ロ
池
の
地
蔵
は

明
治
初
年
に
千
本
今
出
川
の
上
善
寺
に
移
さ
れ
た
）
。
西
坂
本
は
廃
止
さ
れ
、

西
七
条
が
下
桂
に
、
蓮
台
野
が
常
盤
に
移
動
し
て
い
る
が
、
京
都
の
〈
六

地
蔵
巡
り
〉
が
『
盛
衰
記
』
を
う
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
説
話
に
関
し
て
は
、
〈
六
地
蔵
巡
り
V
へ
の
関
心
か
ら
考
察
が
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
浜
畑
圭
吾
氏
は
、
こ
の
説
話
の
生
成
に
つ
い

て
、
西
光
の
罪
業
と
六
地
蔵
造
像
の
教
理
上
の
功
徳
の
面
か
ら
論
じ
、
『
平

家
物
語
』
諸
本
の
中
で
も
『
盛
衰
記
』
だ
け
が
西
光
の
救
済
を
図
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る

る
と
し
、
後
出
の
類
話
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
る
。

　
浜
畑
氏
は
『
盛
衰
記
』
の
文
脈
の
中
で
こ
の
説
話
の
生
成
を
論
じ
て
い

る
た
め
、
地
蔵
が
安
置
さ
れ
た
七
所
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
西
光
が
地
蔵
を
安
置
し
た
七
所
は
『
盛
衰
記
』
の
伝
承
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ら

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
中
で
も
特
異
な
位
置

に
あ
る
『
盛
衰
記
』
の
独
自
性
と
、
こ
れ
ら
の
場
所
性
に
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
説
話
の
生
成
を
論
じ
る
う
え
で
も
七

所
の
検
討
は
不
可
欠
で
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
七
所
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
を
加
え
た
う
え
で
、
『
盛
衰
記
』
と
西
光
地
蔵
建
立
謳
の
成
立
の

背
景
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

二
　
『
盛
衰
記
』
の
特
異
性

　
『
盛
衰
記
』
が
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
中
で
も
独
自
の
作
品
世
界
を
構

成
す
る
、
特
殊
な
異
本
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
諸
先
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
山
下
宏
明
氏
は
、

「
物
狂
ノ
人
」
と
ま
で
評
さ
れ
て
い
る
文
覚
の
奇
矯
な
振
舞
い
（
巻
一
九
）

や
、
宗
盛
が
実
は
二
位
尼
腹
の
女
児
と
と
り
か
え
ら
れ
た
清
水
寺
の
法
橋

の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
話
（
巻
四
三
）
、
濁
膜
尼
の
話
（
巻
四
七
）
な
ど

を
例
と
し
て
、
『
盛
衰
記
』
の
「
異
常
で
「
き
た
な
き
」
世
界
、
「
物
狂
ひ
」

の
世
界
」
を
指
摘
し
、
「
そ
の
世
界
が
、
『
平
家
物
語
』
を
支
え
る
集
団
的

な
想
像
力
に
は
と
け
こ
ま
な
い
、
屈
折
し
た
編
者
の
目
に
由
来
す
る
ら

　
な
ア
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
下
氏
は
別
の
所
で
、
『
盛
衰
記
』
の
独
自
性
が
『
平
家
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
お

の
世
界
を
異
化
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
南
北
朝
期
以
降
に
編
纂
さ

れ
た
『
盛
衰
記
』
に
は
、
先
行
の
『
平
家
物
語
』
を
解
釈
し
直
す
よ
う
に

し
て
成
立
し
た
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
そ
の
改
編
の
過
程
で
、
『
盛
衰
記
』

に
は
「
き
た
な
さ
」
を
好
ん
で
語
っ
た
者
た
ち
の
説
話
が
紛
れ
込
ん
で
お

り
、
そ
れ
が
『
盛
衰
記
』
の
独
自
な
世
界
観
を
構
築
す
る
ひ
と
つ
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
『
平
家
物
語
』
を
異
化
す
る
『
盛
衰
記
』
の
「
相
対
的
」
性
格
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
注
9
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0

て
は
、
日
比
野
和
子
氏
、
松
尾
葦
江
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

近
年
で
は
、
鈴
木
彰
氏
が
『
盛
衰
記
』
を
「
『
平
家
物
語
』
諸
本
論
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け

う
枠
か
ら
解
放
」
す
る
こ
と
を
提
言
し
、
小
峯
和
明
氏
は
「
平
家
物
語
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
の

ど
き
」
と
し
て
の
『
盛
衰
記
』
の
側
面
を
指
摘
し
て
お
り
、
『
盛
衰
記
』

42



『源平盛衰記』西光地蔵建立謹の背景

を
『
平
家
物
語
』
に
独
自
の
視
点
を
加
え
て
再
構
成
さ
れ
た
別
種
の
テ
ク

ス
ト
と
す
る
見
方
は
固
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
狙
上
に
上
げ
る
巻
六
「
西
光
卒
塔
婆
事
」
は
、
本
文
と
は
独
立

し
た
一
字
下
げ
記
事
と
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
『
平
家
物
語
』
で
は
過

分
な
振
舞
い
ば
か
り
が
前
面
に
出
て
い
た
西
光
法
師
の
別
の
側
面
を
語
る

こ
と
で
、
西
光
の
評
価
に
再
考
を
促
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
説
話
で

は
、
い
わ
ば
悪
人
の
西
光
も
生
前
の
「
廻
リ
地
蔵
」
の
建
立
と
い
う
功
徳

の
た
め
、
必
ず
薩
錘
の
済
度
に
預
か
る
は
ず
だ
と
、
西
光
の
後
世
の
安
楽

を
約
束
し
て
い
る
。
『
盛
衰
記
』
は
、
西
光
が
清
盛
に
悪
口
し
て
処
刑
さ

れ
る
場
面
で
も
、
「
終
二
切
ラ
ル
・
者
故
ニ
ヨ
ク
コ
ソ
云
タ
レ
。
（
西
光
は

作
為
を
も
っ
て
言
っ
た
わ
け
で
な
く
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た
ま
で
だ
）
」

（
巻
六
）
と
、
西
光
を
擁
護
す
る
巷
の
声
を
載
せ
て
お
り
、
西
光
に
対
し

て
好
意
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
。

　
地
蔵
安
置
場
所
と
さ
れ
た
七
所
は
、
い
ず
れ
も
洛
内
と
洛
外
を
結
ぶ
地

点
に
あ
る
。
『
盛
衰
記
』
の
特
異
性
と
七
所
の
場
所
性
と
の
関
連
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
の

例
と
し
て
、
巻
四
七
「
燭
膜
尼
御
前
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
燭
膜
尼
の
話
は

諸
本
の
中
で
も
、
長
門
本
、
延
慶
本
、
八
坂
流
諸
本
の
城
一
本
、
『
盛
衰
記
』

の
四
本
に
見
ら
れ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
燭
腰
尼
が
得
度
す
る
場
所
が
、

長
門
本
、
延
慶
本
で
は
大
原
来
迎
院
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
盛
衰
記
』
で

は
蓮
台
野
の
地
蔵
堂
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
女
房
現
心
モ
ナ
ク
シ
テ
、
「
コ
ハ
イ
カ
ニ
ト
云
フ
事
ゾ
。
此
ヲ
バ
イ

　
　
ヅ
コ
ト
申
ス
所
ニ
テ
侍
ゾ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
上
人
、
「
此
ハ
蓮
台
野

　
　
ト
申
テ
、
亡
キ
人
ヲ
送
ル
鳥
辺
野
也
。
タ
マ
く
ア
ル
者
ハ
死
人
ノ

　
　
骸
、
草
深
フ
シ
テ
露
滋
シ
。
イ
ブ
セ
ク
奇
シ
キ
所
也
」
ト
答
へ
給
フ
。

　
　
（
中
略
）
ヤ
・
暫
ク
ア
リ
テ
女
房
、
「
サ
ラ
バ
コ
・
ニ
テ
様
ヲ
替
ヘ

　
　
バ
ヤ
」
ト
宣
ヘ
バ
、
上
人
、
「
ソ
レ
ハ
サ
ル
ベ
キ
御
事
ニ
モ
侍
ル
ベ

　
　
シ
」
ト
テ
、
蓮
台
野
二
池
坊
ト
云
所
ア
リ
、
其
ノ
傍
二
地
蔵
堂
ト
云

　
　
御
堂
二
具
足
シ
入
レ
奉
テ
、
傍
ノ
庵
室
ヨ
リ
剃
刀
ヲ
借
リ
寄
テ
、
持

　
　
チ
給
ヘ
ル
水
瓶
ニ
テ
髪
ヲ
洗
ヒ
、
長
二
余
レ
ル
箸
ヲ
オ
ロ
シ
奉
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
け

　
　
落
ル
涙
、
髪
ノ
シ
ヅ
ク
、
露
ヲ
垂
レ
テ
ゾ
諄
ヒ
ケ
ル
。

　
こ
こ
で
舞
台
を
蓮
台
野
に
改
変
し
た
の
は
西
光
地
蔵
建
立
課
を
意
識
し

て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
葬
送
地
で
あ
る
蓮
台
野
を
背
景
に
置
く
こ

と
で
、
独
自
の
凄
惨
な
光
景
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
巻
四
四
「
癩
人
法
師
口
説
言
」
で
は
、
宗
盛
以
下
の
壇
ノ
浦
に

敗
れ
て
生
捕
り
に
さ
れ
た
者
た
ち
が
、
見
物
人
が
取
り
囲
む
な
か
、
鳥
羽

造
道
を
通
っ
て
京
へ
と
帰
還
す
る
場
面
で
、
こ
の
地
の
癩
人
法
師
の
挿
話

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
其
中
二
鳥
羽
ノ
里
ノ
北
、
造
リ
道
ノ
南
ノ
末
二
、
溝
ヲ
隔
テ
、
白
キ

　
　
帯
ニ
テ
頭
ヲ
カ
ラ
ゲ
、
柿
ノ
着
物
二
中
結
ヒ
テ
朽
杖
ナ
ド
突
イ
テ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
余
人
別
二
並
居
タ
リ
。
乞
者
ノ
癩
人
法
師
共
也
。

　
そ
し
て
、
癩
人
法
師
は
、
平
家
の
凋
落
と
自
ら
の
宿
業
を
重
ね
て
、
道

理
に
背
い
た
者
の
命
運
を
酒
々
と
語
っ
て
ゆ
く
。
見
物
人
の
群
衆
の
中
に
、

怪
し
げ
な
物
乞
い
の
癩
人
法
師
を
紛
れ
込
ま
せ
る
『
盛
衰
記
』
の
趣
向
は
、

鳥
羽
造
道
と
い
う
地
に
不
穏
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
ず
に
お
か
な
い
。

　
七
所
は
「
七
道
ノ
辻
」
と
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
交
通
の
要

衝
に
あ
た
る
が
、
な
か
で
も
木
幡
、
造
道
、
西
七
条
、
四
宮
河
原
に
は
、

朝
廷
に
よ
っ
て
率
分
関
（
率
分
所
）
が
置
か
れ
て
い
た
。
率
分
関
と
は
、

中
世
に
朝
廷
が
各
官
庁
に
命
じ
て
設
置
・
運
営
さ
せ
た
官
営
の
関
所
で
、
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こ
こ
で
の
収
益
は
、
長
官
を
務
め
る
公
家
の
収
入
源
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

戦
禍
を
被
っ
た
内
裏
な
ど
の
再
建
費
用
に
も
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
率
分
関

の
置
か
れ
た
地
は
、
交
通
上
と
り
わ
け
重
要
性
の
高
い
場
所
で
あ
り
、
流

通
の
要
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
に
は
、
す
な
わ
ち
市
が
立
ち
、
物

乞
い
を
す
る
下
層
民
の
巣
窟
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
羽
造
道
の

癩
人
法
師
の
語
り
は
、
そ
の
ま
ま
、
こ
の
地
で
活
動
し
て
い
た
下
級
芸
能

民
の
語
り
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
七
所
の
特
性

　
以
下
、
七
所
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
み
て
い
き
た
い
。
西
光
地
蔵
建
立
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
め
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

の
七
所
の
検
証
は
、
す
で
に
磯
村
有
紀
子
氏
、
竹
内
光
浩
氏
に
よ
っ
て
〈
境

界
〉
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
の
地
に

つ
い
て
詳
細
な
検
証
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
『
盛
衰
記
』
の

西
光
地
蔵
建
立
謂
で
、
こ
れ
ら
の
七
所
が
選
ば
れ
た
必
然
性
と
い
う
観
点

か
ら
、
七
所
の
特
徴
を
捉
え
な
お
し
て
ゆ
き
た
い
。

四
宮
河
原
　
四
宮
河
原
に
「
袖
く
ら
べ
」
と
い
う
商
人
が
市
を
開
い
て
い

た
こ
と
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
五
「
四
宮
河
原
地
蔵
事
」
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
げ
　
す

こ
の
説
話
で
「
下
種
」
が
彫
像
し
た
と
さ
れ
る
地
蔵
像
が
実
際
に
四
宮
河

原
に
祀
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
四
宮
河
原
は
〈
境
界
〉
の

土
地
と
し
て
宿
神
、
道
祖
神
と
習
合
し
た
地
蔵
信
仰
の
根
づ
く
素
地
が
認

め
ら
れ
、
と
く
に
宿
神
を
祭
祀
し
た
琵
琶
法
師
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ

　
注
1
8

れ
る
。
四
宮
河
原
は
琵
琶
法
師
の
職
祖
と
さ
れ
た
蝉
丸
ゆ
か
り
の
地
と
さ

れ
、
「
平
家
物
語
』
巻
一
〇
に
は
、
「
四
宮
河
原
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
こ
・
は

む
か
し
、
延
喜
第
四
の
王
子
蝉
丸
の
関
の
嵐
に
心
を
す
ま
し
、
琵
琶
を
ひ

　
　
　
　
注
1
9

き
給
ひ
し
に
」
と
あ
る
。
ま
た
鎌
倉
期
の
『
東
関
紀
行
』
は
、
「
あ
る
人

の
い
は
く
、
「
蝉
丸
は
延
喜
第
四
の
宮
に
て
ま
し
ま
す
故
に
、
こ
の
関
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
0

あ
た
り
を
、
四
の
宮
と
名
づ
け
た
り
」
と
い
へ
り
」
と
四
宮
河
原
の
名
称

が
延
喜
帝
第
四
皇
子
の
蝉
丸
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
挙
げ
て
お
り
、
四

宮
河
原
は
鎌
倉
期
か
ら
逢
坂
山
に
準
ず
る
琵
琶
法
師
の
拠
点
で
あ
っ
た
。

近
世
に
至
る
と
、
四
宮
河
原
の
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
の
地
蔵
信

仰
が
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
道
座
の
由
来
を
記
し
た
『
当

　
　
あ
ハ

道
要
集
』
に
、

　
　
徳
林
庵
の
南
惣
門
の
両
脇
に
地
蔵
堂
有
此
地
蔵
ハ
定
朝
の
作
也
御
頭

　
　
に
ハ
小
野
の
篁
卿
の
作
り
給
へ
る
一
寸
八
分
地
蔵
尊
を
納
め
奉
る
と

　
　
地
蔵
伝
記
に
見
え
た
り
昔
山
科
の
四
ツ
の
辻
に
ま
し
く
け
る
を
保

　
　
元
年
中
に
西
光
法
師
御
堂
を
建
立
し
て
入
れ
奉
る

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
徳
林
庵
は
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
巡

礼
地
で
あ
る
が
、
『
当
道
要
集
』
で
は
、
蝉
丸
に
代
え
て
琵
琶
法
師
の
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
や
す

祖
と
さ
れ
た
仁
明
天
皇
第
四
皇
子
人
康
親
王
が
そ
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
小
野
篁
と
西
光
が
と
も
に
登
場
し
、
『
盛
衰
記
』
と
『
六
地

蔵
縁
起
』
の
説
話
を
受
容
す
る
形
で
、
地
蔵
の
由
来
諜
が
語
ら
れ
て
お
り
、

地
蔵
安
置
説
話
の
形
成
・
伝
承
に
琵
琶
法
師
が
関
わ
っ
た
痕
跡
が
窺
え
る
。

木
幡
　
西
光
地
蔵
建
立
謂
の
七
所
の
中
で
も
木
幡
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ

る
土
地
で
あ
る
。
現
在
で
も
六
地
蔵
と
い
う
地
名
が
名
を
留
め
て
い
る
よ

う
に
木
幡
は
古
く
か
ら
地
蔵
信
仰
の
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
。
六
地
蔵
と

い
う
地
名
は
、
貞
治
六
年
（
＝
二
六
七
）
撰
の
『
新
札
往
来
』
が
初
見
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2

考
え
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
期
の
荘
園
図
に
、
す
で
に
こ
の
地
に
地
蔵
堂
が
置
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『源平盛衰記』西光地蔵建立謳の背景

か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
六
地
蔵
の
地
名
は
そ
れ
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
重
要
な
の
は
木
幡
が
西
光
法
師
の
勢
力
基
盤
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
百
錬
抄
』
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
三
月
一

〇
日
条
に
は
、
「
西
光
法
師
供
二
養
木
幡
堂
4
月
卿
雲
客
向
訪
。
有
二
舞
楽

　
　
　
　
注
2
3

刃
世
称
二
過
差
一
」
と
あ
っ
て
、
『
盛
衰
記
』
の
西
光
地
蔵
安
置
謳
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
に
　

程
度
の
史
実
性
を
孕
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
窃
。
同
年
同
日

　
　
　
　
お

の
『
玉
葉
』
に
は
、

　
　
今
日
、
伺
二
候
院
一
之
入
道
法
師
、
酩
西
靴
催
難
調
杁
値
浄
妙
寺
領
立

　
　
レ
堂
、
令
二
供
養
｝
云
々
、
可
二
弾
指
一
之
世
也
、
導
師
三
井
寺
前
大
僧
正
、

　
　
依
二
院
宣
一
被
レ
請
云
々
、

　
と
あ
り
、
西
光
の
堂
供
養
が
浄
妙
寺
領
内
で
の
落
慶
供
養
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
西
光
は
世
間
か
ら
「
過
差
」
と
非

難
さ
れ
、
九
条
兼
実
も
「
可
二
弾
指
一
之
世
也
」
と
不
快
を
示
し
て
い
る
。

浄
妙
寺
は
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
、
藤
原
道
長
が
家
流
の
正
統
性
を

誇
示
す
る
た
め
に
、
流
祖
と
仰
ぐ
藤
原
基
経
の
葬
地
木
幡
に
建
立
し
た
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

原
摂
関
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
し
か
し
、
藤
原
摂
関
家
に
よ
る
浄
妙
寺
の

繁
栄
は
、
保
元
の
乱
以
降
の
家
流
の
分
裂
と
と
も
に
弱
体
化
し
、
建
久
三

年
（
一
一
九
二
）
に
は
後
白
河
院
に
よ
っ
て
聖
護
院
宮
静
恵
法
親
王
が
浄

妙
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
、
藤
原
氏
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
承
安
三

年
の
西
光
の
堂
供
養
は
、
西
山
恵
子
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
藤
原
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
7

の
聖
域
と
も
呼
ぶ
べ
き
場
所
に
院
政
の
風
が
吹
き
込
ん
で
き
た
」
象
徴
的

な
事
件
と
し
て
都
人
の
眼
に
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
『
盛
衰
記
』
で
西
光
が
名
づ
け
た
「
廻
リ
地
蔵
」
と
い
う
呼
称
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
聡

『
勘
仲
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
一
〇
月
二
〇
日
条
で
は
、

　
　
殿
下
今
日
平
等
院
所
令
供
奉
也
、
明
日
春
日
御
幸
次
入
平
等
院
料
為

　
　
御
参
会
也
、
殿
下
前
殿
御
同
車
、
大
納
言
殿
井
女
房
御
同
車
、
殿
上

　
　
人
宗
実
朝
臣
、
公
頼
朝
臣
、
予
、
諸
大
夫
業
行
朝
臣
、
時
方
、
隆
泰

　
　
等
前
行
御
車
前
、
予
於
中
途
馬
違
乱
遅
参
、
於
廻
地
蔵
以
南
所
馳
参

　
　
也
、
午
剋
着
御
、

　
と
、
固
有
名
詞
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
勘
解
由
小
路
兼
仲
ら

が
宇
治
平
等
院
へ
の
参
詣
の
途
中
に
通
過
し
た
「
廻
地
蔵
」
が
木
幡
を
指

し
て
い
る
こ
と
は
、
『
看
聞
御
記
』
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
九
月
二
一

日
条
に
「
木
幡
廻
地
蔵
」
と
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
『
勘
仲
記
』
の
記
事
は
、
『
盛
衰
記
』
の
成
立
以
前
に

木
幡
に
は
廻
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
堂
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

西
光
が
木
幡
に
建
立
し
た
の
が
、
こ
の
地
蔵
堂
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
盛
衰
記
』
の
西
光
地
蔵
建
立
護
は
、
西

光
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
木
幡
の
廻
地
蔵
に
伝
わ
っ
て
い
た
伝
承
を
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
9

生
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
木
幡
は
四
宮
河
原
と
同
じ
く
、
琵
琶
法
師
の
拠
点
と
な
っ
て
い

た
土
地
で
あ
る
。
管
弦
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
源
博
雅
が
、
盲
の
法
師

（
多
く
は
蝉
丸
）
か
ら
琵
琶
の
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
話
は
、
『
江
談

抄
』
巻
三
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
－
二
二
な
ど
複
数
伝
わ
っ
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
0

有
名
で
あ
る
が
、
鎌
倉
期
の
『
世
継
物
語
』
で
は
、

　
　
今
は
昔
、
博
雅
の
三
位
と
い
ひ
け
る
人
は
、
え
も
い
は
ぬ
琵
琶
の
上

　
　
手
な
り
。
ま
た
童
に
て
幼
く
お
は
し
け
る
に
、
木
幡
と
か
や
に
目
つ

　
　
ぶ
れ
た
る
法
師
の
世
に
怪
し
げ
な
る
に
、
琵
琶
は
習
ひ
給
ひ
け
り
。
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と
、
木
幡
の
盲
法
師
か
ら
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
博
雅
蝉
丸
課
で
は
逢
坂
山
の
盲
法
師
と
す
る
の
が
一
般
で
あ

り
、
例
外
は
、
『
世
継
物
語
』
の
木
幡
と
、
『
平
家
物
語
』
巻
一
〇
『
盛
衰

記
』
巻
四
五
の
四
宮
河
原
だ
け
で
あ
る
。
『
世
継
物
語
』
の
記
述
に
琵
琶

法
師
が
活
動
し
て
い
た
鎌
倉
期
の
木
幡
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
彼
ら
が
こ
の
地
の
西
光
伝
説
の
伝
承
者
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

造
道
　
鳥
羽
造
道
は
『
庭
訓
往
来
』
に
「
鳥
羽
白
河
の
車
借
」
と
あ
る
よ

う
に
交
通
業
者
が
集
住
し
、
南
都
に
ま
で
勢
力
を
伸
ば
し
た
「
鳥
羽
米
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
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人
」
が
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
商
業
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
永
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

四
年
（
一
四
三
二
）
に
は
女
猿
楽
勧
進
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
巡
礼
地
で
あ
る
上
鳥
羽
の
浄
禅
寺
は
文
覚
の
開
基

と
さ
れ
、
恋
塚
浄
禅
寺
と
も
称
し
て
、
寺
内
に
は
文
覚
が
袈
裟
御
前
の
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
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を
埋
め
た
「
恋
塚
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
横
恋
慕
の
末
に
懸
想
人
の
袈
裟

を
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
う
文
覚
（
遠
藤
盛
遠
）
の
発
心
諦
は
有
名
で
あ
る
。

袈
裟
は
延
慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
で
も
鳥
羽
ゆ
か
り
の
人
物
と
さ
れ
て
い

る
が
、
御
伽
草
子
『
恋
塚
物
語
』
（
明
暦
頃
刊
本
）
で
は
袈
裟
の
首
を
捨

て
た
場
所
と
し
て
鳥
羽
の
恋
塚
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鳥
羽
の
恋
塚

は
、
能
『
卒
塔
婆
小
町
』
や
『
閑
吟
集
』
に
、
す
で
に
詞
章
に
読
ま
れ
て

い
る
が
、
近
世
に
は
近
松
門
左
衛
門
に
よ
っ
て
浄
瑠
璃
『
鳥
羽
恋
塚
物
語
』

（
延
宝
九
年
六
月
以
前
）
が
作
ら
れ
る
な
ど
極
め
て
有
名
で
あ
っ
た
。
鳥

羽
に
は
も
う
一
つ
、
下
鳥
羽
の
利
剣
山
恋
塚
寺
に
も
恋
塚
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
浄
禅
寺
と
恋
塚
寺
は
と
も
に
浄
土
宗
に
属
し
て
お
り
、
『
恋

塚
物
語
』
で
は
恋
敵
の
刑
部
左
衛
門
が
法
然
に
師
事
し
て
出
家
す
る
こ
と

に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
浄
土
宗
と
の
関
係
の
深
さ
が
想
像
さ
れ
、

小
林
美
和
氏
は
、
恋
塚
伝
承
の
背
景
に
鳥
羽
を
中
心
と
す
る
浄
土
宗
派
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ

唱
導
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
浄
禅
寺
の
北
に
は
同
じ
く
浄
土
宗
の
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
ん
ど
う

祐
寺
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
苅
萱
堂
と
通
称
さ
れ
苅
萱
伝
承
を
有
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
（
天
明
七
年
刊
）
に
よ

る
と
、
誓
祐
寺
は
苅
萱
道
心
が
円
空
立
信
と
と
も
に
比
叡
山
に
登
り
、
下

山
後
、
高
野
山
に
登
る
ま
で
の
三
、
四
年
間
、
庵
を
結
ん
で
蟄
居
し
た
旧

跡
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
寺
は
、
宗
祖
と
さ
れ
る
よ
う
な
高
僧
で
は

な
く
、
文
覚
や
苅
萱
と
い
う
伝
承
上
の
人
物
が
開
基
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、

創
建
の
経
緯
も
不
明
で
胡
乱
な
印
象
が
抜
き
が
た
い
。
中
世
末
期
に
下
級

芸
能
民
の
活
動
し
て
い
た
辻
堂
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

西
七
条
　
西
七
条
は
、
平
安
期
に
は
京
城
の
境
界
地
と
し
て
疫
神
祭
が
修

　
　
　
　
　
　
　
な
お

せ
ら
れ
た
記
録
も
あ
り
、
山
陰
・
山
陽
道
へ
抜
け
る
京
の
出
入
り
口
と
し

て
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。
平
安
末
期
に
は
「
西
七
条
刀
禰
」
の
存

　
　
　
　
　
注
3
6

在
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
地
に
鍛
冶
・
鋳
物
師
・
金
物
細
工
師
な
ど
の
職
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
7

が
集
住
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
西
七
条
と
い
う
呼
称
は
、
七
条
大
路
の
西
側
一
帯
を
広
く
指
し
て
呼
ん

だ
も
の
で
、
『
盛
衰
記
』
が
、
具
体
的
に
ど
の
地
点
を
指
し
て
「
西
七
条
」

と
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
附
近
で
は
、
朱
雀
大
路
と
七

条
大
路
の
交
叉
す
る
七
条
朱
雀
に
、
『
太
平
記
』
巻
八
に
み
え
る
「
朱
雀

ノ
地
蔵
堂
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
西
光
の
「
廻
リ
地
蔵
」
は
こ
こ
に

擬
せ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
七
条
朱
雀
は
、
七
条
大
路
の
西
側
の

中
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
出
入
り
口
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
同
時
に
境

界
鎮
護
の
場
所
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
保
元
の
乱
で
子
義
朝
に
よ
っ
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『源平盛衰記』西光地蔵建立謳の背景

て
処
刑
さ
れ
た
源
為
義
の
最
期
の
地
は
、
『
保
元
物
語
』
で
は
「
七
条
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

雀
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
山
口
泰
子
氏
は
、
こ
の
為
義
最
期
謹
の
生
成
・

伝
承
に
境
界
鎮
護
の
た
め
に
地
蔵
信
仰
を
担
っ
た
七
条
朱
雀
の
巫
祝
唱
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

者
、
と
く
に
時
衆
四
条
派
の
関
与
が
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
少
々
長
く

な
る
が
山
口
氏
の
論
を
紹
介
す
る
と
、
「
太
平
記
』
の
「
朱
雀
ノ
地
蔵
堂
」

は
、
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
で
厨
子
王
丸
が
お
聖
さ
ま
の
助
け
で
丹
後
か
ら

逃
げ
延
び
て
き
た
「
西
の
七
条
朱
雀
、
権
現
堂
」
（
現
在
の
浄
土
宗
清
光

山
成
就
院
権
現
寺
、
以
下
、
朱
雀
権
現
堂
）
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
朱

雀
権
現
堂
の
本
尊
が
勝
軍
地
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
朱
雀
ノ
地
蔵
堂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
朱
雀
権
現
堂
を
同
一
と
見
倣
す
の
は
、
近
世
前
期
の
同
寺
の
縁
起
や

『
山
城
名
勝
志
』
（
正
徳
元
年
刊
）
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
岩
崎
武
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
れ

氏
や
竹
内
光
浩
氏
に
よ
っ
て
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
口
氏
は
、

朱
雀
権
現
堂
が
近
世
の
地
誌
類
で
「
祇
陀
林
寺
」
を
正
式
な
寺
名
と
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
祇
陀
林
寺
は
中
御
門
京
極
に
あ
っ
た
天
台
宗
の

寺
で
、
『
続
古
事
談
』
第
四
に
よ
る
と
、
左
大
臣
源
融
の
邸
宅
に
融
の
子

の
仁
康
上
人
が
祀
っ
た
釈
迦
如
来
を
藤
原
顕
光
の
邸
宅
に
移
し
て
広
幡
院

と
号
し
、
後
に
源
信
が
祇
陀
林
寺
と
改
名
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
顕
光
は

道
長
と
の
政
争
に
敗
れ
て
怨
霊
と
な
っ
た
、
悪
霊
左
府
と
し
て
名
高
い
。

ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
七
ー
一
〇
で
は
、
祇
陀
林
寺
で
疫
病
祓
い

の
た
め
の
地
蔵
講
が
修
せ
ら
れ
て
お
り
、
祇
陀
林
寺
は
釈
迦
如
来
だ
け
で

な
く
地
蔵
霊
場
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
中
御
門
京

極
の
祇
陀
林
寺
は
所
在
が
確
認
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
が
、
中
世
後
期
に

な
る
と
、
祇
陀
林
寺
は
四
条
京
極
に
移
っ
て
、
金
蓮
寺
と
な
っ
た
と
い
う

説
が
広
ま
っ
て
ゆ
く
。
金
蓮
寺
は
四
条
道
場
の
異
称
で
、
浄
阿
真
観
を
祖

と
す
る
時
衆
四
条
派
の
拠
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
口
氏
は
、
時
衆
四
条

派
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
祇
陀
林
寺
の
地
蔵
信
仰
が
、
境
界
鎮
護
・
怨
霊

鎮
魂
と
い
う
ゆ
か
り
に
よ
っ
て
朱
雀
権
現
堂
に
持
ち
込
ま
れ
、
為
義
最
期

讃
の
生
成
・
伝
承
す
る
基
盤
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

西
光
が
処
刑
さ
れ
た
場
所
は
『
愚
昧
記
』
で
は
「
五
条
坊
門
朱
雀
」
、
覚

一
本
で
は
「
五
条
西
朱
雀
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
愚
管
抄
』
や
読
本
系

平
家
物
語
で
は
単
に
「
朱
雀
ノ
大
路
」
「
朱
雀
大
路
」
な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、

七
条
朱
雀
と
も
そ
う
遠
く
は
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
為
義
最
期
謹
と
の
関

連
は
不
明
で
あ
る
。

　
先
の
文
覚
発
心
謳
に
お
い
て
も
、
『
恋
塚
物
語
』
に
至
っ
て
は
、
袈
裟

を
見
初
め
た
盛
遠
（
文
覚
）
が
運
遁
の
機
会
を
伺
っ
て
西
七
条
に
住
む
袈

裟
の
母
の
尼
に
奉
公
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
西
七
条
の
地
が
物
語
の

舞
台
に
浮
上
し
て
い
る
。
七
条
朱
雀
や
西
七
条
に
は
下
級
芸
能
民
の
活
動

の
痕
跡
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。

蓮
台
野
　
蓮
台
野
は
、
東
山
の
鳥
辺
野
、
嵯
峨
の
化
野
と
な
ら
ぶ
葬
送
の

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
平
安
期
に
は
紫
野
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
が
、
平
安
末
期
に
は
蓮
台
野
の
地
名
が
成
立
し
、
本
格
的
な
葬
送
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
2

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
蓮
台
野
の
葬
送
の
様
子
を
伝
え
る
文
献
は

多
く
、
葬
送
地
で
あ
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
こ
の
地
で
は
地
蔵
信
仰
が
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
3

ん
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
成
立
の
『
野

　
　
　
　
な
　

守
鏡
』
に
は
、

　
　
こ
れ
よ
り
か
の
法
衆
（
二
十
五
三
昧
会
の
源
信
ら
1
引
用
者
）

　
　
を
の
く
み
な
順
次
の
往
生
を
と
げ
ら
れ
え
い
ざ
ん
の
み
ね
に
紫
雲

　
　
つ
ね
に
た
な
引
。
蓮
台
野
の
定
覚
上
人
こ
れ
を
う
ら
や
み
て
。
又
を
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こ
な
ひ
侍
り
け
る
に
。
蓮
花
化
生
し
た
り
け
れ
ば
。
結
界
し
て
此
所

　
　
に
て
墓
を
し
め
ん
人
を
ば
か
な
ら
ず
引
摂
せ
ん
と
発
願
を
し
た
り
け

　
　
る
よ
り
。
蓮
台
野
と
な
づ
け
て
一
切
の
人
の
墓
所
と
な
れ
り
。

　
と
蓮
台
野
の
起
こ
り
を
記
し
た
一
文
が
あ
る
。
定
覚
上
人
は
、
康
略
元

年
（
＝
二
七
九
）
に
鋳
造
さ
れ
た
千
本
閻
魔
堂
の
銅
鐘
の
銘
文
で
、
閻
魔

堂
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
千
本
閻
魔
堂
は
、
壬
生
寺
、
嵯

峨
清
涼
寺
と
と
も
に
大
念
仏
狂
言
で
名
高
く
、
狩
野
永
徳
筆
「
上
杉
本
洛

中
洛
外
図
屏
風
」
に
閻
魔
堂
の
大
念
仏
狂
言
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
路
興
造
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
寺
で
は
大
念
仏

以
外
に
も
猿
楽
や
曲
舞
の
上
演
が
行
わ
れ
、
「
庶
民
の
娯
楽
セ
ン
タ
ー
的

　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
5

な
役
割
」
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
蓮
台
野
に
は
、
鎌
倉
期
に
は
非
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
6

集
住
し
、
葬
送
に
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
期

に
な
る
と
京
都
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
周
辺
に
は
人
家
が
増
加
し
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
7

の
墓
所
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
大
念
仏
会
・
大
念
仏
狂
言
の
隆
盛
に
は
蓮

台
野
の
葬
送
地
と
い
う
歴
史
的
な
特
性
と
、
周
辺
の
居
住
環
境
の
変
化
が

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ミ
ゾ
ロ
池
　
ミ
ゾ
ロ
池
は
「
美
曾
呂
池
」
「
御
菩
薩
池
」
「
深
泥
池
」
な
ど

と
表
記
し
、
「
梁
塵
秘
抄
』
に
「
何
れ
か
貴
船
へ
参
る
道
、
賀
茂
川
箕
里

　
　
　
注
4
8

御
菩
薩
池
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鞍
馬
寺
、
貴
船
神
社
へ
の
参
詣
路
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ミ
ゾ
ロ
池
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
九
－
六
に
「
美
度
呂
池

　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
9

コ
ソ
人
離
タ
ル
所
ナ
レ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
人
煙
ま
れ

な
荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
成
立

の
『
塵
添
塔
嚢
妙
』
第
三
i
六
一
に
は
、
「
鞍
馬
ノ
奥
僧
正
力
谷
。
美
曾

路
池
ノ
端
ノ
方
丈
ノ
穴
二
住
ケ
ル
。
藍
婆
惣
主
ト
云
。
二
頭
ノ
鬼
神
共
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
0

出
テ
。
都
へ
乱
レ
入
ン
ト
シ
ケ
ル
ヲ
」
と
ミ
ゾ
ロ
池
の
鬼
伝
承
を
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
説
経
「
小
栗
判
官
」
に
は
、
冒
頭
近
く
ミ
ゾ
ロ
池
の
大

蛇
が
登
場
す
る
。
な
か
な
か
正
室
が
決
ま
ら
な
い
小
栗
は
、
鞍
馬
寺
に
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
カ

を
か
け
に
向
か
う
途
中
、
漢
竹
の
横
笛
を
吹
き
鳴
ら
す
。

　
　
深
泥
池
の
大
蛇
は
、
こ
の
笛
の
音
を
聞
き
申
し
、
「
あ
ら
面
白
の
笛

　
　
の
音
や
。
こ
の
笛
の
男
の
子
を
、
一
目
拝
ま
ば
や
」
と
思
ひ
つ
つ
、

　
　
十
六
丈
の
大
蛇
は
、
二
十
丈
に
伸
び
上
が
り
、
小
栗
殿
を
拝
み
申
し
、

　
　
あ
ら
い
つ
く
し
の
男
の
子
や
。
あ
の
男
の
子
と
、
一
夜
の
契
り
を
こ

　
　
め
ば
や
と
思
ひ
つ
つ
、
年
の
よ
は
ひ
数
ふ
れ
ば
、
十
六
・
七
の
美
人

　
　
の
姫
と
身
を
変
じ
、
鞍
馬
の
一
の
き
ざ
は
し
に
、
由
有
り
顔
に
て
立

　
　
ち
居
た
る
。

　
小
栗
は
美
女
に
変
身
し
た
大
蛇
と
契
を
結
ん
で
し
ま
い
、
父
に
答
め
ら

れ
て
常
陸
へ
配
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
井
上
満
郎
氏
は
、
こ
れ
ら
ミ
ゾ

ロ
池
に
住
む
「
鬼
神
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
へ
の
信
仰
の
根
底
に
は
、
水

神
を
祀
る
貴
船
神
社
へ
通
じ
る
こ
の
地
の
人
々
に
、
池
の
水
神
へ
の
畏
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
田

が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
喧
喋
か
ら
離
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
水
を
湛
え

て
い
る
ミ
ゾ
ロ
池
は
、
不
気
味
な
印
象
を
喚
起
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
地
に
早
く
か
ら
地
蔵
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
宝
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
3

三
年
（
一
四
五
一
）
の
検
地
帳
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
ミ
ゾ
ロ
池
は
、

西
光
地
蔵
建
立
諜
の
他
の
六
所
と
は
異
質
な
荒
涼
と
し
た
場
所
で
あ
る
が
、

早
く
か
ら
地
蔵
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
七
所

の
一
つ
に
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ら
ら
ざ
か

西
坂
本
　
西
坂
本
は
雲
母
坂
を
通
じ
て
比
叡
山
へ
の
玄
関
口
に
当
た
る
地

で
、
現
在
の
修
学
院
か
ら
一
乗
寺
附
近
を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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梵
舜
本
『
沙
石
集
』
巻
四
－
一
に
、
三
井
寺
の
慶
酢
が
「
山
ノ
西
坂
本
ノ

　
　
　
　
　
　
　
注
闘

人
宿
ノ
地
蔵
堂
ノ
柱
」
に
文
を
記
し
た
と
い
う
挿
話
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

登
山
口
の
地
蔵
堂
は
旅
宿
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
『
康

冨
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
五
月
二
八
日
条
に
「
於
水
飲
地
蔵
堂
有

駄
餉
」
と
あ
り
、
雲
母
坂
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
水
飲
の
地
蔵
堂

が
休
憩
所
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
よ
り
も
古
く
西
坂
本
の
地
蔵

信
仰
の
存
在
を
示
唆
す
る
記
事
と
し
て
、
第
二
種
七
巻
本
系
『
宝
物
集
』

巻
四
の
身
代
わ
り
地
蔵
謳
が
あ
る
。
「
西
坂
本
の
観
音
院
と
云
と
こ
ろ
」

の
ほ
と
り
に
住
む
老
女
に
代
わ
っ
て
地
蔵
が
田
植
え
を
し
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
西
坂
本
の
観
音
院
」
は
岩
倉
の
大
雲
寺
観
音
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
5

と
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
梁
塵
秘
抄
』
の
第
三
一
二
歌

こ
畿
、

　
　
根
本
中
堂
へ
参
る
道
、
賀
茂
河
は
河
広
し
観
音
院
の
下
り
松
、
実

　
　
ら
ぬ
柿
の
木
人
宿
禅
師
坂
、
滑
石
水
飲
四
郎
坂
雲
母
谷
、
大
嶽
蛇

　
　
の
池
、
阿
古
也
の
聖
が
立
て
た
り
し
千
本
の
卒
塔
婆

　
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
比
叡
山
へ
の
参
詣
路
に
位
置
す
る
「
観
音
院
の
下

り
松
」
が
大
雲
寺
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
古
く
は
下
り
松
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
7

る
一
乗
寺
附
近
に
も
観
音
院
と
呼
ば
れ
る
寺
院
が
存
在
し
て
お
り
、
『
宝

物
集
』
の
「
西
坂
本
の
観
音
院
」
も
、
そ
ち
ら
を
指
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雲
母
坂
下
の
西
坂
本
周
辺
に
は
、

比
叡
山
へ
の
経
由
地
と
し
て
早
く
か
ら
地
蔵
信
仰
が
根
づ
く
基
盤
の
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
西
坂
本
は
ミ
ゾ
ロ
池
と
同
じ
く
、
有
名
な
地
蔵

霊
場
だ
っ
た
こ
と
か
ら
七
所
に
選
択
さ
れ
た
土
地
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
看

聞
御
記
』
応
永
二
六
年
（
一
四
一
九
）
一
一
月
一
七
日
条
に
は
「
坂
本
有

レ
鬼
、
夜
々
人
を
損
、
見
レ
之
物
則
死
云
々
」

池
と
同
じ
く
鬼
が
出
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
。

四
　
ま
と
め

と
あ
り
、
西
坂
本
は
ミ
ゾ
ロ

　
以
上
、
七
所
の
特
性
を
検
証
し
た
。
こ
こ
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
西

坂
本
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
に
は
共
通
し
て
芸
能
民
の
活
動
の
痕
跡
が

確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
琵
琶
法
師
と
深
い
関
係
に
あ
る
四
宮
河
原
・
木
幡
、
説
経
節
に
登
場
す

る
西
七
条
・
ミ
ゾ
ロ
池
、
燭
腰
尼
説
話
や
文
覚
発
心
謳
と
い
う
極
め
て
唱

導
的
要
素
の
濃
い
説
話
に
現
れ
る
鳥
羽
造
道
・
蓮
台
野
。
な
か
に
は
、
鳥

羽
の
恋
塚
伝
承
の
よ
う
に
、
説
話
か
ら
発
展
し
た
伝
承
が
当
地
に
史
跡
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
大
寺
院
を
離
れ
て

京
都
の
周
縁
的
な
土
地
で
活
動
し
た
、
下
級
宗
教
民
の
芸
能
化
し
た
唱
導

活
動
と
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
燭
膜
尼
説
話
や
文
覚
発
心
課
、
鳥
羽
の
癩
人
法
師
と
い
っ
た
説
話
は
、

『
平
家
物
語
』
諸
本
の
中
で
特
異
な
位
置
に
あ
る
『
盛
衰
記
』
の
中
で
も
、

唱
導
的
な
背
景
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
特
徴
的
な
説

話
群
で
あ
る
が
、
愛
別
離
苦
と
恩
愛
の
情
を
強
調
し
、
聴
衆
の
涙
を
誘
う

こ
れ
ら
の
説
話
は
、
説
経
節
の
世
界
と
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

単
に
内
容
的
に
通
底
す
る
と
い
う
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
西
光
地
蔵
建
立
謳

の
七
所
の
特
性
を
顧
慮
す
れ
ば
、
生
成
・
伝
承
の
基
盤
と
な
っ
た
土
地
に

つ
い
て
も
＝
疋
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り

わ
け
多
く
の
伝
承
を
残
す
西
七
条
や
鳥
羽
造
道
は
、
両
者
共
通
の
母
体
と

し
て
機
能
し
て
い
た
辻
堂
の
所
在
地
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
西
光
地
蔵
建
立
謳
で
地
蔵
が
安
置
さ
れ
た
七
所
は
、
早
い
段
階

か
ら
地
蔵
信
仰
が
根
づ
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
境
界
性
に
由

来
す
る
七
所
の
地
蔵
信
仰
は
、
説
話
の
成
立
に
先
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ミ
ゾ
ロ
池
と
西
坂
本
は
地
蔵
霊
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
主
な
選
択
要
因
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
盛
衰
記
』
が
、
こ
の
七
所
を
地
蔵
安
置
場
所
と
し
て
選
択
し
た
の
は
、

既
存
の
地
蔵
堂
に
西
光
の
開
基
謳
を
附
会
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
木
幡
で
あ
る
。
承
安
三
年
に
西

光
が
堂
供
養
を
行
っ
た
の
が
木
幡
の
地
蔵
堂
で
あ
っ
た
か
は
判
断
で
き
な

い
が
、
以
後
も
木
幡
に
は
西
光
の
伝
説
が
継
承
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

鎌
倉
期
に
は
「
廻
地
蔵
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
木
幡
の
地
蔵
堂
の

伝
承
を
発
展
さ
せ
て
成
立
し
た
も
の
が
『
盛
衰
記
』
の
西
光
地
蔵
建
立
謳

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
廻
リ
地
蔵
」
と
そ
の
地
蔵
道
場
を
西
光
が
命
名
し
た
こ
と
に
な
っ
た

の
も
、
木
幡
の
「
廻
地
蔵
」
に
由
来
し
て
い
る
。
後
に
、
西
光
地
蔵
建
立

課
は
、
開
基
を
西
光
か
ら
小
野
篁
に
代
え
て
、
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
由
来

を
示
し
た
『
六
地
蔵
縁
起
』
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
際
に
主
導
的

な
役
割
を
担
っ
た
の
も
木
幡
の
大
善
寺
だ
っ
た
。
西
光
と
小
野
篁
と
い
う

二
人
に
は
、
直
接
的
な
関
連
性
を
見
出
す
の
は
難
し
い
が
、
「
は
て
・
後

も
手
に
は
日
記
を
捧
げ
、
口
に
は
筆
を
ふ
く
み
、
瑛
魔
の
庁
に
て
も
、
第

三
の
冥
官
に
列
り
け
る
と
そ
承
る
」
（
四
類
本
『
平
治
物
語
』
）
と
噂
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
駆

た
信
西
を
結
節
点
と
す
れ
ば
、
両
者
は
容
易
に
結
び
つ
き
得
る
の
で
あ
る
。

西
光
地
蔵
建
立
課
の
七
所
、
あ
る
い
は
〈
六
地
蔵
巡
り
〉
の
六
所
に
は
、

木
幡
の
地
蔵
堂
を
中
心
と
し
た
京
都
周
縁
の
地
蔵
霊
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

注123456789

真
鍋
広
済
他
編
『
地
蔵
霊
験
記
絵
詞
集
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
五

七
年
）

市
古
貞
次
他
校
注
『
中
世
の
文
学
源
平
盛
衰
記
1
』
（
三
弥
井

書
店
、
一
九
九
一
年
）

真
鍋
広
済
「
六
地
蔵
め
ぐ
り
孜
」
（
『
仏
教
と
民
俗
』
1
、
一
九
五

七
年
）
、
高
橋
渉
「
京
都
の
「
六
地
蔵
参
り
」
」
（
『
宮
城
学
院
女
子

大
学
研
究
論
文
集
』
5
5
、
一
九
八
一
年
）
、
森
成
元
「
近
世
の
地

蔵
信
仰
－
特
に
京
・
大
坂
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
真
野
俊
和
編

『
講
座
日
本
の
巡
礼
－
本
尊
巡
礼
』
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
）
他

浜
畑
圭
吾
「
西
光
廻
地
蔵
安
置
説
話
の
生
成
」
（
福
田
晃
他
編
『
唱

導
文
学
研
究
8
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
、
同
「
西
光
と

地
蔵
菩
薩
－
神
宮
文
庫
本
『
沙
石
集
』
の
生
成
ー
」
（
大
取
一
馬

編
『
典
籍
と
史
料
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

山
下
宏
明
「
源
平
盛
衰
記
の
語
り
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
塒
1
5
、

二
〇
〇
二
年
）
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

松
尾
葦
江
氏
を
は
じ
め
服
部
幸
造
氏
、
砂
川
博
氏
、
美
濃
部
重
克

氏
、
山
中
美
佳
氏
、
井
上
翠
氏
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

山
下
宏
明
「
『
源
平
盛
衰
記
』
と
『
平
家
物
語
』
」
（
『
平
家
物
語
の

生
成
』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
）
四
六
五
項

前
掲
（
5
）
論
文

日
比
野
和
子
「
源
平
盛
衰
記
の
一
性
格
1
「
と
り
ど
り
」
と
い
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10111213141615

う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
4
3
、
一

九
七
八
年
）

松
尾
葦
江
「
源
平
盛
衰
記
の
意
図
と
方
法
－
中
世
文
学
の
〈
時
〉

と
〈
場
〉
の
問
題
か
ら
ー
」
（
『
平
家
物
語
論
究
』
明
治
書
院
、
一

九
八
五
年
）

鈴
木
彰
「
〈
頼
朝
鎌
倉
入
り
〉
の
意
義
づ
け
ー
『
平
家
物
語
』
か

ら
『
源
平
盛
衰
記
』
へ
ー
」
（
『
平
家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
六
項

小
峯
和
明
「
聖
地
と
願
文
・
表
白
－
『
平
家
物
語
』
の
厳
島
参
詣
」

（『

?
｢
法
会
文
芸
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
五
〇
六
項

燭
膜
の
尼
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
卓
磨
「
『
盛
衰
記
』
燭
膜
尼
説
話

考
ー
語
り
の
場
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ー
」
（
『
文
芸
論
叢
（
大

谷
大
学
）
』
1
2
、
一
九
七
九
年
）
、
名
波
弘
彰
「
『
平
家
物
語
』
燭

膿
尼
説
話
考
」
（
『
文
芸
言
語
研
究
（
文
芸
篇
）
』
2
8
、
一
九
九
五
年
）
、

西
川
学
「
『
源
平
盛
衰
記
』
鰯
膜
尼
説
話
に
つ
い
て
1
観
音
巡
礼

を
中
心
に
」
（
『
奈
良
教
育
大
学
国
文
研
究
と
教
育
』
2
4
、
二
〇
〇

一
年
）
他

本
文
は
渥
美
か
を
る
解
説
『
慶
長
古
活
字
版
源
平
盛
衰
記
6
』

（
勉
誠
社
、
一
九
七
八
年
）
に
依
る
が
、
水
原
一
考
定
『
新
定
源

平
盛
衰
記
6
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
一
年
）
を
適
宜
参
照

し
た
。

（
1
4
）
に
同
じ
。

磯
村
有
紀
子
「
中
世
の
京
都
と
六
地
蔵
」
（
『
滋
賀
史
学
会
誌
』
8
、

一
九
九
四
年
）
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竹
内
光
浩
「
平
安
京
庶
民
信
仰
の
場
」
（
戸
田
芳
実
編
『
中
世
の

生
活
空
間
』
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）

四
宮
河
原
と
琵
琶
法
師
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
矢
代
和
夫
「
蝉
丸

の
一
族
」
（
『
境
の
神
々
の
物
語
』
新
読
書
社
、
一
九
七
一
年
）
、

田
中
久
夫
「
地
蔵
・
盲
僧
・
小
野
氏
」
（
『
仏
教
民
俗
と
祖
先
祭
祀
』

神
戸
女
子
大
学
東
西
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）
、
松
田
存
「
四

ノ
宮
河
原
抄
考
－
謡
曲
「
蝉
丸
」
を
め
ぐ
っ
て
i
」
（
『
二
松
』
8
、

一
九
九
四
年
）
、
兵
藤
裕
己
「
当
道
祖
神
伝
承
考
」
（
『
平
家
物
語

の
歴
史
と
芸
能
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
他

高
木
市
之
助
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
平
家
物
語
上
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）

長
崎
健
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
中
世
日
記
紀

行
集
』
（
小
学
館
、
｝
九
九
四
）

『
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
3
0
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
）

『
山
城
国
山
科
郷
古
図
』
（
西
岡
虎
之
助
編
『
日
本
荘
園
絵
図
集
成

上
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
〉

『
新
訂
増
補
國
史
大
系
1
1
日
本
紀
略
・
百
錬
抄
』
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
）

山
路
興
造
氏
は
『
百
錬
抄
』
の
記
事
か
ら
西
光
地
蔵
安
置
謳
が
史

実
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
同
「
京
都
の
盆
行
事
1

そ
の
歴
史
的
考
察
1
」
『
京
都
芸
能
と
民
俗
の
文
化
史
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

『
玉
葉
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）

林
屋
辰
三
郎
「
藤
原
道
長
の
浄
妙
寺
に
就
い
て
」
（
『
古
代
国
家
の
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解
体
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
年
）
、
田
中
久
夫
「
文
献

に
あ
ら
わ
れ
た
墓
所
－
平
安
時
代
の
京
都
を
中
心
と
し
て
ー
」

（
森
浩
一
編
『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
・
墓
所
』
社
会
思
想
社
、

一
九
七
五
年
）
他

西
山
恵
子
「
藤
原
氏
と
浄
妙
寺
」
（
『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』

1
0
、
一
九
九
二
年
）
一
〇
三
項

『
増
補
史
料
大
成
勘
仲
記
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）

『
平
治
物
語
』
で
は
山
城
田
原
に
逃
れ
た
信
西
の
最
期
諏
に
木
幡

が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
矢
代
和
夫
氏
は
、
前
掲

（
1
8
）
論
文
で
田
原
・
木
幡
が
信
西
一
門
の
伝
承
基
盤
と
な
っ
て

い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

白
石
美
鈴
「
『
世
継
物
語
』
注
釈
（
五
）
」
（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要

（
文
学
部
）
』
5
1
、
二
〇
〇
二
年
）

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
一
〇
月
二
六
日
条

『
看
聞
御
記
』
永
享
四
年
一
〇
月
一
〇
日
条

文
覚
の
恋
塚
伝
承
に
つ
い
て
は
、
徳
田
和
夫
「
資
料
翻
刻
・
紹
介

恋
塚
寺
蔵
『
當
山
略
縁
起
』
」
（
『
軍
記
と
語
り
物
』
1
7
、
一
九
八

一
年
）
、
小
林
美
和
「
文
覚
説
話
の
展
開
－
説
話
の
変
容
ー
」

（「

ｽ
家
物
語
生
成
論
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
）
、
橋
本
章

彦
「
略
縁
起
の
平
家
物
語
－
縁
起
化
す
る
文
覚
発
心
諏
ー
」
（
石

橋
義
秀
他
編
『
近
世
略
縁
起
論
考
』
和
泉
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）

他前
掲
（
3
3
）
小
林
論
文
二
七
五
項

「
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
五
月
＝
二
日
条
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『
平
安
遺
文
』
謝

脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
第
二
章
第
四
節

（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
九
年
）

『
兵
範
記
』
保
元
元
年
（
＝
五
七
）
年
七
月
三
十
日
条
は
、
為

義
ら
の
最
期
の
地
を
「
船
岡
辺
」
と
し
て
い
る
。

山
口
泰
子
「
語
り
物
と
ヒ
ジ
リ
ー
保
元
物
語
・
為
義
最
期
諺
の

生
成
基
盤
1
」
（
美
濃
部
重
克
他
編
『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
3

散
文
文
学
く
物
語
V
の
世
界
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
五
年
）

川
嶋
美
貴
子
「
史
料
紹
介
権
現
寺
蔵
『
朱
雀
権
現
堂
略
縁
起
』

と
「
朱
雀
権
現
堂
縁
起
』
」
（
『
文
化
史
学
』
6
5
、
二
〇
〇
九
年
）

岩
崎
武
夫
「
権
現
堂
と
土
車
」
（
『
さ
ん
せ
う
太
夫
考
・
続
（
説
教

浄
瑠
璃
の
世
界
）
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）
、
前
掲
（
1
7
）
論
文

山
本
尚
友
「
上
品
蓮
台
寺
と
墓
所
聖
に
つ
い
て
」
（
細
川
涼
一
編

『
三
昧
聖
の
研
究
』
碩
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）

例
え
ば
上
品
蓮
台
寺
の
本
尊
は
延
命
地
蔵
菩
薩
で
、
同
寺
に
は
鎌

倉
末
期
の
六
地
蔵
図
像
も
伝
存
し
て
い
る
。

『
群
書
類
従
』
2
7

山
路
興
造
「
大
念
仏
狂
言
考
」
前
掲
（
2
4
）
書
一
五
八
項

網
野
義
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
第
七
章
（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
七
八
年
）

『
吉
田
日
次
記
』
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
五
月
二
四
日
条
に
、
「
御

墳
墓
之
地
、
可
為
蓮
台
野
欺
之
旨
申
入
候
処
、
彼
辺
已
為
人
々
宿

所
、
墓
所
等
多
棄
損
」
と
あ
る
。

小
林
芳
規
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
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狂
言
歌
謡
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）

小
峯
和
明
校
注
『
新
日
本
古
曲
ハ
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
四
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
九
四
）

『
大
日
本
仏
教
全
書
㎜
塵
添
塔
嚢
紗
』
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八

三
年
）

室
木
弥
太
郎
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
説
経
集
』
（
新
潮
社
、

一
九
七
七
年
）

井
上
満
郎
、
佐
藤
文
子
「
深
泥
池
の
歴
史
と
文
化
付
・
深
泥
池

歴
史
史
料
集
成
（
稿
）
」
（
『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀

要
』
1
0
、
二
〇
〇
五
年
）

『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
　
翻
刻
は
前
掲
（
5
2
）
論
文

渡
邊
綱
也
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
沙
石
集
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
⊥
ハ
⊥
ハ
年
）

山
田
昭
全
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
宝
物
集
閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）
　
頭
注

前
掲
（
4
8
）
書

前
掲
（
4
8
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
頭
注
は
、
「
寺
門
一
乗

寺
に
観
音
院
の
穆
算
他
が
住
し
た
た
め
の
呼
称
」
と
し
て
い
る
。

寺
門
派
の
穆
算
は
観
音
院
に
供
僧
し
て
い
た
が
、
天
元
四
年
（
九

八
一
）
、
山
門
派
と
寺
門
派
の
対
立
の
折
、
難
を
逃
れ
て
一
乗
寺

へ
と
移
住
し
、
一
乗
寺
僧
都
と
号
し
た
。
（
『
僧
網
補
任
』
他
）

『
六
地
蔵
縁
起
』
の
も
う
一
つ
の
源
流
で
あ
る
「
矢
田
地
蔵
縁
起
」

か
ら
も
西
光
と
篁
の
接
点
が
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
浜
畑
圭
吾
氏

は
前
掲
（
4
）
論
文
「
西
光
と
地
蔵
菩
薩
i
神
宮
文
庫
本
『
沙

石
集
』
の
生
成
1
」
で
、
神
宮
本
『
沙
石
集
』
巻
二
で
西
光
が
「
五

条
坊
門
」
の
地
蔵
像
を
造
っ
た
と
す
る
説
話
に
つ
い
て
、
「
五
条

坊
門
」
の
地
蔵
を
五
条
坊
門
坊
城
の
壬
生
寺
の
も
の
と
し
て
論
じ

て
い
る
が
、
綾
小
路
西
洞
院
に
あ
っ
た
矢
田
寺
を
指
し
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
綾
小
路
は
五
条
坊
門
の
ひ
と
つ
北
に
あ
た

る
。
『
看
聞
御
記
』
応
永
二
四
年
（
一
四
一
七
）
四
月
一
三
日
条

に
は
「
抑
今
夜
五
條
坊
門
辺
有
焼
亡
。
矢
田
地
蔵
堂
炎
上
云
々
」

と
あ
り
、
矢
田
寺
が
五
条
坊
門
と
認
識
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ま
つ
し
た
・
け
ん
じ
　
博
士
前
期
課
程
）
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